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区自治協議会提案事業　事業評価書（案）

内　　容

西蒲区自治協議会（総務部会）

備考

・事業名　ぐる～んとつながれ西蒲９コミ協～大運動会in城山～
・日時　令和４年１０月１０日（月・祝日）　午前９時～午後０時３０分
・会場　城山運動公園屋内コート
・内容　⑴レクリエーション体験
　　　　　障害物フリーキック、ストラックアウト、玉運びレース、すりっぱとばし
　　　　　グラウンド・ゴルフ、台車でゴー、起震車体験（雨天により中止）
　　　　　⑵チーム対抗
　　　　　アジャタ、しっぽとりゲーム、バケツリレー
・対象　西蒲区在住・在勤・在学の方
・参加者　１４１名（申し込み１６３名）

【アンケート結果】
参加者を対象にアンケートを実施。提出総数１００件
・「イベントの総合評価」として、「満足」「やや満足」が７割
・「今後もイベントが開催されることを希望するか」について、「希望する」「開催されるの
なら参加したい」が８割強。
 (主な感想)
 ・こどもからお年寄りまで交流ができてよかった。
 ・（会場が）とても整った施設だったので、今後も活用してイベントの企画を期待する。

テーマ・事業名
住みよい・豊かな・活力あるまちづくりプロジェクト

【事業費予算　1,000千円】

事業目的・概要

【目的】
スポーツ分野に着目し、スポーツ・レクリエーションを通じて、地域の一体感・活力を醸
成するとともに「観光とレリエーションのまちづくり」を推進する。

【概要】
・自治協議会、西蒲区スポーツ協会、西蒲スポーツ振興グループが共催で運動会を実
施。
・西蒲区民（在住・在勤・在学）を対象に、西蒲区スポーツ協会が運営するレクリエー
ションを体験。併せてコミュニティ協議会単位の地域のチームに分かれてチーム対抗戦
のスポーツを実施。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

【成果】
・3歳～82歳の幅広い参加があり、世代間交流に寄与した。
・コロナの影響により、運動不足になりがちであったが、運動するきっかけとなった。
・城山公園屋内コートでの実施となったが、素晴らしい施設を知るきっかけとなった。
・雨天で中止となったが、起震車体験を企画するなど、スポーツ・レクリエーションをきっ
かけとした防災意識の高揚を図ることができた。

【課題】
・コミュニティ協議会を通じなくても参加者が集まるような周知方法。
・継続した実施を行うことで、地域への周知につながるのではないか。
・スポーツ協会が名称も引き継いで今後も継続していく。
・9コミ協対抗戦は、非常に盛り上がったため残していきたい。
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【アンケート結果】

【評価・課題】
〇誰もが安心して地域で暮らしていけるためのヒントを得るため認知症について脳医学
の観点から講演会を開催することとした。
〇講演会は、自治協議会の自主運営とすることにより経費節減を図り、かつ、同会の
存在を区民に改めて示す機会とすることとした。
〇講演会は、約５８０名が来場し、認知症に関する関心が高いことがわかった。特に、
来場のうち、６０歳以上の来場者が８７％で、かつ、そのうち女性の来場者が７１％であ
ることから、特に女性の関心が高いことが分かった。
〇ただし、若年層の参加が少ないことから、若年層へ認知症問題と向き合う機会作り
の手法を検討するべきと感じた。
〇講演内容について、アンケート結果から９５．８％の方から満足以上の評価をいただ
き、本講演会の目的をおおむね達成できたものと思う。
〇本講演会の内容が、参加者から様々な場面で活用されることを期待したい。

【今後に向けて】
〇以下の点を踏まえ認知症関連事業を継続的に行っていく。
　①今までと違う視点での事業（足腰や上半身の鍛え方、認知症になっている方への
　②若年層を取り込む事業・方法を検討する。
〇誰もが参加できる環境作り（オンライン開催など）を検討する。ただし、ＩＴ活用した
　事業については、高齢者への支援が必要である。
〇満足度向上のため、運営面の事前確認（会場確認など）を行うこと。
〇新たなテーマで事業を展開する場合、次の点に留意する。
　①地域課題解決のため、課題をテーマ毎に整理し複数年かけて行う。
　②若年層を取り込む事業・方法を検討する。

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な

ど

備考

事業目的・概要

【目的】
保健福祉部会が所管する分野（保健、福祉、生活環境など）の調査研究等を行い、地
域課題の解決に向けた取り組みを進め、「人の和でつながる安心・安全なあたたかい
まち」を目指す。

【概要】
西蒲区は、新潟市の中で最も高齢化率が高く、将来に向け認知症患者の増加が予想
される。地域・家族・認知症患者が共に手を取り合い、安心して地域で生活するヒントな
どを脳医学の観点から講演をいただき「年をとっても安心して暮らせる」まちづくりを目
指す。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

○医学博士　加藤俊徳氏　講演会
事業概要は以下のとおり
🔲　日時　令和４年１０月１日（土）　🔲　会場　西川多目的ホール
🔲　講師　医学博士　加藤俊徳氏　🔲　定員　６００名（当日参加者５８０人）
🔲　演題　年をとっても脳が元気になる！～認知症をくいとめる10カ条～

　１．調査方法：来場者を対象に当日アンケート配布を行い、退場時に無記名回答。
  ２．回答：４０２名（有効回答率６９．３％）
　　（１）講演内容の感想について（とても良かった・良かった）・・・９５．８％
【主な感想】
　　・具体的に認知症を防止する方法が分かった
　　・職場（デイサービス）でやるレクレーションの参考になりました。
　　・今日のことを今後の生活に生かして生きていきたい

区自治協議会提案事業　事業評価書（案）

西蒲区自治協議会（保健福祉部会）

内　　容

テーマ・事業名
あたたかな人の和でつながる輪～みんなで安心して暮らせるまち～

【事業費予算　1,000千円】
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区自治協議会提案事業　事業評価書（案）

内　　容

西蒲区自治協議会（まちづくり・産業部会）

備考

○「西蒲区の魅力発信動画」の制作

【動画構成】
・オープニング
　西蒲区の特徴である山・海・平野を中心とした映像
・各地区の魅力
　西蒲区内にある９つのコミュニティ協議会地区ごとの魅力を中心とした映像
・エンディング
　オープニングと各地区の魅力をまとめたダイジェスト映像

【主な撮影場所】
・角田山、西蒲区海岸線、上堰潟公園、和納十五夜まつり、どろんこカップなど３０か所
を超える風景・イベントを撮影

【主な動画配布・配信】
・区内各コミュニティ協議会、小・中学校へ配布
・新潟市シティチャンネル（YouTube）での配信

テーマ・事業名
西蒲区お宝発信事業

【事業費予算　1,000千円】

事業目的・概要

【目的】
まちづくり・産業部会が所管する分野（まちづくり、農業、商工業、観光など）の調査研
究等を行い、地域課題の解決に向けた取り組みを進め、「魅力あふれる農水産物を配
給するまち」及び「観光とレクリエーションのまち」を目指す。

【概要】
「西蒲区の一体感醸成」「西蒲区の魅力発信」を目的として、ドローンを活用した「西蒲
区の魅力発信動画」を制作。西蒲区の特徴である山・海・平野のほか、各地区の魅力
を地元の人から聞き取り、撮影・編集し、発信する。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

【効果】
・普段見ない角度から風景や年1回のイベントを映像として残すことができたのは意義
がある。
・一体感の醸成は徐々に形成されるもの。本事業のような取り組みの積み重ねることで
一体感が醸成されていく。
・動画というツールにより、西蒲区の魅力を形として、人の紹介することができるように
なった。

【課題】
・動画を制作して終わりではなく、より効果的な周知方法の検討が必要。
・区だよりの周知では届かない人もいる。
・30分規模の動画を見るのはハードルが高い。ダイジェスト版へのリンクを張るなど見
てもらうための努力が必要。

【今後の方向性】
・今回、動画に取り上げた魅力は「上堰潟公園」や「角田岬灯台」などメジャーなスポット
が多かったが、もっとマイナーなスポットを取り上げた動画の作成。
⇒別の角度からの西蒲区の魅力発信

・動画をきっかけとして、まち歩きやバスツアーなど実際に西蒲区に訪れるまでを結び
つける取り組みが必要。
⇒動画を起点に観光媒体へ結びつける仕組み・取り組み

事業の評価

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な

ど


